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 本当は、３月に満開の桜の下で行われるはずだ

った今回のサイエンスカフェ。震災のため延期さ

れ、アジサイが主役となった梅雨の蒸し暑い日、

ようやく開催となりました。お話は、本日の講師、

経塚淳子先生の素朴な問いかけで始まりました。

「花はどうしてきれいなのでしょう？」普段はイ

ネの研究者である経塚先生、相当な花好きのよう。

先生の疑問はこういうことでした。花は子孫を残

すために、虫に花粉を運んでもらわなければない

ので、虫を魅了しなければいけません。一方、私

たち人間は、花の子孫繁栄には必要とされないの

に、どうしてこんなにも花の美しさに魅かれるの

でしょう？ 

 

そもそも、私たち人間が「きれい」と感じる要

素は、形や色の絶妙な組み合わせなのだそうです。

実は、花たちを近くで見ると、何とも個性豊かな

「きれいに見せる」技を巧みに使っています。例

えば旬のアジサイ。１つの豪華な花に見えますが、

実は小さな花の集合体（花序）。そうかと思えば、

ユニークで複雑な形のサルスベリの花は、集合体

に見えても実は１つの花。先生はこの他にも色鮮

やかな花の写真を次々と見せながら、身近な花の

意外な形状を紹介していきます。 

この様々な形を決めているのは、花芽運命決定

遺伝子。桜には桜の花が、アジサイにはアジサイ

の花が咲くのはこの遺伝子のおかげです。当たり

前のようですが、植物の種類が異なれば、花も違

う形になります。でも、同じ種類の花でも、全く

違う形になることもあるそうです。例えば、変化

アサガオ。同じアサガオなのに、花びらが分かれ

ているものや八重になっているもの、いろいろな

顔を持っています。この謎のカギとなるのが、３

つの遺伝子、A、B、C 。これらをパズルのように

組み合わせることで、あらゆる花の形を説明でき

る、というのです。そのしくみは、驚くほどシン

プル。 

そもそも花とは、がく、花びら（花弁）、雄し

べ、雌しべの４つの要素からなっています。この

４つの要素は、３つのクラス、A、B、C の遺伝子

が、円を描くように順番に働くと、正常な形の花

となります。３つのうちの１つでも欠けると、花

びらばかりが作られたり、雄しべばかりが作られ

たりして、花の見かけが変わってくるのです。い

わゆる変異体です。経塚先生は、この３つの遺伝

子を「部長レベル」の指揮命令系統と例えます。

各部署がバランスよく働けば、会社は正常に保た

れます。花も、A と B と C の遺伝子がバランスよ

く働くと正常な形が作られます。ただ、花の場合

は、アンバランスさが八重咲きのような美しさを

つくりだす、そんな面白みがあるのです。 

このように、花の形状を決定する指揮命令系統

の遺伝子についての研究はだいぶ進んでいるよ



うです。ですが、花の美しさは形だけではありま

せん。色やその配列など、「微調整」が加わり、

そのユニークな美しさが生まれます。この微調整

を行うのは、「平社員」クラスの遺伝子達なので

は、と先生は言います。今後は、平社員の遺伝子

達が、どのような微調整を行い、あの絶妙な美し

さを作り出すのか、その仕組みの解明が研究され

ていくでしょう、と目をキラキラさせながらしめ

くくる先生の姿に、そんな日が早く来ればいいと

思わずにいられませんでした。 

 


